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張
発
表
大
会
が
開
催
さ
れ
、
中
部

を
代
表
し
、
五
番
目
に
演
壇
に
立

っ
た
高
木
正
人
さ
ん
は
二
千
八
百

余
名
の
全
国
の
商
工
会
青
年
部
員

を
前
に
「
青
年
部
活
動
と
地
域
振

興
・
ま
ち
づ
く
り
〜
感
動
か
ら
人

づ
く
り
へ
〜
」
と
題
し
て
発
表
し

た
。
こ
れ
ま
で
毎

年
七
月
末
の
「
い

な
み
太
子
伝
観
光

祭
」
で
披
露
さ
れ

て
き
た
「
端
泉
寺

木
遣
り
踊
り
街
流

し
」
が
、
井
波
町

青
年
団
の
解
散
に

伴
な
っ
て
平
成
八

年
か
ら
中
断
さ
れ

て
い
た
こ
と
か
ら
、

再
度
井
波
文
化
の

復
活
と
活
性
化
に

友
人
が
「
辞
書
を
見
た

い
。広
辞
苑
は
あ
る
か
」

と
尋
ね
た
。
私
は
「
あ

る
」
と
答
え
、
早
速
本
棚
か
ら

取
り
出
し
た
。
手
に
し
た
彼
は

ペ
ー
ジ
を
巧
み
に
繰
り
、
話
題

と
な
っ
た
事
柄
（
言
葉
）
の
意

味
や
由
来
を
確
か
め
、
念
を
押

し
つ
つ
次
の
話
題
へ
と
進
む
の

で
あ
っ
た
▼
そ
の
時
の
こ
と
。

彼
は
ペ
ー
ジ
を
繰
り
な
が
ら

「
ず
い
ぶ
ん
新
し
い
ね
」
と
評

し
た
の
で
あ
る
。
私
は
「
そ
う

か
ね
ぇ
」
と
あ
ら
た
め
て
ペ
ー

ジ
を
め
く
っ
て
み
た
の
で
あ
る

が
、「
調
べ
る
こ
と
を
怠
り
、
知

る
、解
る
を
疎
か
に
し
て
い
る
」

と
た
し
な
め
ら
れ
た
思
い
で
あ

っ
た
▼
仕
事
や
生
活
の
中
で

「
こ
れ
は
何
、
一
体
ど
う
い
う

こ
と
」
と
思
う
こ
と
に
よ
く
出

く
わ
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
の

多
く
は
そ
う
し
た
疑
問
や
想
念

を
置
き
去
り
に
し
て
、
か
ま
っ

て
お
れ
な
い
と
当
た
り
前
の
よ

う
に
先
へ
と
急
ぐ
▼
と
こ
ろ
が
、

こ
ん
な
「
何
故
？
」
を
究
め
て

こ
そ
、
打
つ
べ
き
方
針
や
着
手

が
あ
る
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や

業
務
改
善
な
ど
の
心
得
と
し
た

い
。

つ
な
げ
よ
う
と
商
工
会
青
年
部
を

中
心
に
練
習
を
再
開
し
、
地
域
と

一
体
と
な
っ
て
町
流
し
を
実
現
さ

せ
た
思
い
を
熱
く
語
り
、
見
事
高

木
正
人
さ
ん
が
全
国
六
ブ
ロ
ッ
ク

の
代
表
者
の
中
で
頂
点
に
立
っ
た
。

全
国
商
工
会
連
合
会
の
清
家
孝
会

長
と
松
村
祥
文
全
青
連
会
長
か
ら

賞
状
が
渡
さ
れ
た
。

　

高
木
さ
ん
は
、
昨
年
六
月
の
砺

波
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
か
ら
県
大
会
、

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
と
勝
ち
抜
い

て
の
優
勝
だ
け
に
感
激
も
ひ
と
し

お
で
、
県
内
参
加
者
と
喜
び
を
分

か
ち
合
っ
た
。

　

ま
た
、
合
わ
せ
て
顕
彰
授
与
式

が
行
わ
れ
、
人
（
ヒ
ュ
ー
マ
ン
）

づ
く
り
部
門
に
お
い
て
中
部
ブ
ロ

ッ
ク
代
表
と
し
て
窪
田
忠
行
さ
ん

（
中
田
商
工
会
青
年
部
）
が
表
彰

を
受
け
た
。

２　新春懇談会

３　役員研修会

４　商工会訪問元気シリーズ

５　商工会NEWS、アドバイス経営

６　経営指導員レポート、ワンポイ

ントアドバイス

７　各種案内、ペイオフ対策

８　３月各地イベント案内

「瑞泉寺木遣り踊り街流し」復活の思いを発表す
る高木正人さん

　

大
会
は
、
主
催
者
を
代
表
し
全

国
商
工
会
青
年
部
連
合
会
松
村
祥

史
会
長
が
挨
拶
の
後
、
来
賓
の
保

坂
三
蔵
経
済
産
業
副
大
臣
の
祝
辞

が
あ
っ
た
。

　

引
き
続
き
、
全
国
六
ブ
ロ
ッ
ク

で
勝
ち
抜
い
た
代
表
者
に
よ
る
主

��������	


第
七
回
商
工
会
青
年
部
全
国
大
会
が
一
月
二
十
七
日
”

〜
二
十
八
日
»
の
二
日
間
、
熊
本
県
で
開
催
さ
れ
、
同
大
会

の
主
張
発
表
大
会
に
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
と
し
て
発
表
し
た
、

井
波
町
商
工
会
青
年
部
の
高
木
正
人
さ
ん
が
県
勢
初
め
て
の

最
優
秀
賞
に
輝
い
た
。
本
県
か
ら
は
柴
田
県
青
連
会
長
は
じ

め
六
十
名
の
部
員
が
参
加
し
た
。

�
�
�
�
�
の
復
活
に
か
け
る

�

 
県
勢
初
の
最
優
秀

青
年
部
主
張

発
表
大
会
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石
澤
会
長
、
濱
田
、
大
西
両
副

会
長
、
山
本
専
務
理
事
は
新
春
懇

談
会
に
先
立
ち
、
県
商
工
会
議
員

連
盟
（
竹
内
弘
則
代
表
幹
事
）
の

県
議
会
議
員
を
招
き
（
十
四
名
が

出
席
）、商
工
会
の
組
織
再
編
な
ど

に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。

　

冒
頭
、
石
澤
会
長
は
「
効
率
的

な
組
織
・
財
政
運
営
に
努
め
、
結

果
を
出
す
年
に
し
た
い
」
と
挨
拶
。

続
い
て
会
員
の
推
移
と
業
種
構
成

を
は
じ
め
、
財
政
状
況
や
組
織
の

見
直
し
方
針
な
ど
に
つ
い
て
説
明

し
た
。

　

懇
談
で
は
商
工
会
の
合
併
、
Ｔ

Ｍ
Ｏ
と
商
業
振
興
、
人
事
異
動
の

促
進
、
市
町
村
と
商
工
会
と
の
連

携
な
ど
に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見

等
が
交
わ
さ
れ
た
。

　

最
後
に
地
域
商
工
業
の
振
興
に

果
た
す
商
工

会
活
動
の
重

要
性
を
確
認

す
る
と
と
も

に
、
懇
談
会

の
継
続
開
催

を
申
し
合
わ

せ
た
。

営
意
欲
、
起
業
家
精
神

を
活
気
づ
け
る
商
工
会

に
し
、
元
気
と
や
ま
を

実
現
し
て
い
き
た
い
。

特
に
、
新
産
業
の
創
業

支
援
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
核
と
な
る
中
心
市
街

地
の
活
性
化
、
組
織
基

盤
強
化
の
た
め
の
組
織

再
編
を
積
極
的
に
推
進

す
る
と
と
も
に
、
新
た

な
人
事
評
価
制
度
の
導

入
に
よ
り
職
員
の
士
気

高
揚
に
努
め
信
頼
さ
れ
る
商
工
会

に
全
力
で
取
り
組
み
た
い
」
と
挨

拶
し
た
。

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

　

こ
の
後
、
平
成
十
六
年
度
モ
デ

ル
商
店
六
店
舗
、
モ
デ
ル
企
業
三

社
の
表
彰
に
続
き
、
大
永
尚
武
副

知
事
、
上
田
信
雅
県
議
会
議
長
、

八
嶋
健
三
県
商
工
会
議
所
連
合
会

長
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
県
市

長
会
長
の
森
富
山
市
長
の
発
声
で

乾
杯
し
た
。

　

県
、
県
議
会
、
関
係
団
体
、
金

融
機
関
代
表
の
来
賓
、
商
工
会
長

ら
出
席
者
は
和
や
か
に
懇
談
し
、

終
わ
り
に
、
県
町
村
会
長
の
魚
津

朝
日
町
長
が
万
歳
し
て
盛
会
裡
に

終
了
し
た
。

思いを新たに挨拶する石澤会長

　

県
商
工
会
連
合
会
（
石
澤
義
文

会
長
）
は
、
一
月
十
一
日
、
富
山

市
内
に
お
い
て
新
春
懇
談
会
を
開

い
た
。
大
永
副
知
事
他
多
数
の
来

賓
、県
下
三
十
二
商
工
会
長
・
事
務

局
責
任
者
ら
百
二
十
人
が
出
席
し

て
開
か
れ
、
地
域
経
済
の
振
興
発

展
に
向
け
た
思
い
を
新
た
に
し
た
。

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

　

冒
頭
に
石
澤
会
長
は
、「
日
本
経

済
は
回
復
傾
向
を
示
し
て
い
る
が
、

地
域
経
済
に
と
っ
て
は
い
ま
だ
実

感
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。
関
係

各
位
に
は
景
気
回
復
の
一
層
の
ご

努
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　

新
し
い
年
を
迎
え
て
商
工
会
が

元
気
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
は
、
会
員
企
業
の
経

元気とやま実現に全力元気とやま実現に全力
����������

全国商工会個人情報
漏えい保険制度

万一、個人情報が漏えいすると…
多大な経済的損失が発生します。

　「全国商工会個人情報漏えい保険制度」が創設さ
れました。
　この保険制度は、個人情報が漏えいした場合の日
本国内の損害賠償や事故の解決のために費やした費
用を補償します。

�

お問い合わせ　お近くの商工会、引受保険会社へ
・引受保険会社
　　損保ジャパン・東京海上日動・三井住友海上

〈制度の特長〉

①個人情報保護法に対応した商工会会員専用の商品�

②個人情報漏えい対策について、リスク診断サービスを無料提供�

③団体割引により、一般で加入するより割安な保険料�

④各種費用補償（見舞金費用・謝罪広告費用等）も充実�

商
工
会
関
係
県
議
と

商
工
会
関
係
県
議
と

意
見
交
換

意
見
交
換
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の
た
め
、
早
期
退
職
の
募
集
、
一

人
当
た
り
十
％
の
賃
金
カ
ッ
ト
の

実
行
。
自
ら
も
五
十
五
％
の
給
与

カ
ッ
ト
を
行
い
、
社
員
と
目
線
を

同
じ
に
し
た
。
気
持
ち
が
通
じ
合

っ
た
結
果
、
一
年
半
で
黒
字
に
転

じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
有

利
子
負
債
を
三
年
半
で
五
百
億
円

削
減
し
、
グ
ル
ー
プ
会
社
を
統
合

す
る
な
ど
し
て
回
復
を
図
っ
た
。

社
員
が
心
一
つ
に

　

回
復
後
、
新
た
に
ア
ル
ミ
よ
り

軽
い
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金
の
新
商

品
を
開
発
し
て
六
十
億
円
の
設
備

投
資
行
う
と
と
も
に
リ
フ
ォ
ー
ム

事
業
に
取
り
組
ん
だ
。
会
社
は
継

続
的
に
安
定
成
長
を
求
め
、
タ
イ

ム
リ
ー
な
設
備
投
資
を
し
て
、
常

に
改
革
、
改
善
を
図
る
の
が
使
命

で
あ
り
エ
ン
ド
は
な
い
。

　

改
革
成
功
に
は
、
社
員
が
心
を

一
つ
に
し
て
ヤ
ル
気
を
起
こ
し
、

智
恵
を
出
し
、
出
さ
せ
る
環
境
作

り
が
必
要
」
と
強
調
さ
れ
た
。

中小企業と歩む『信用保証』
売掛債権を担保に　→　売掛債権担保融資保証
創業、分社化に　→　新事業創出関連保証
創 業 に　→　創 業 関 連 保 証
経 営 革 新 に　→　経 営 革 新 関 連 保 証
ベ ン チ ャ ー に　→　研究開発等事業関連保証

富山県信用保証協会
本　　　所　富山市総曲輪２丁目１番３号（富山商工会議所ビル４・５階）
　　　　　　　　　TEL　（０７６）４２３－３１７１
高岡連絡所　高岡市丸の内１番４０号（高岡商工ビル６階）
　　　　　　　　　TEL　（０７６６）２１－６８２０
　　　　　　　　　　　　　　http://www.cgc-toyama.or.jp/

最近の県内経済情勢

�個人消費�

　おおむね横ばい。

�生　　産�

　横ばいとなっている。

�設　　備�

　増加している。

�雇用情勢�

　厳しさが残るものの、

引き続き改善している。

�企業倒産�

　減少した。

商商商商商商商商商商商商商商商商
工工工工工工工工工工工工工工工工
会会会会会会会会会会会会会会会会
役役役役役役役役役役役役役役役役
員員員員員員員員員員員員員員員員
研研研研研研研研研研研研研研研研
修修修修修修修修修修修修修修修修
会会会会会会会会会会会会会会会会

商
工
会
役
員
研
修
会

変変変変変変変変変変変変変変変変
革革革革革革革革革革革革革革革革
がががががががががががががががが
求求求求求求求求求求求求求求求求
めめめめめめめめめめめめめめめめ
らららららららららららららららら
れれれれれれれれれれれれれれれれ
るるるるるるるるるるるるるるるる
商商商商商商商商商商商商商商商商
工工工工工工工工工工工工工工工工
会会会会会会会会会会会会会会会会
・・・・・・・・・・・・・・・・
企企企企企企企企企企企企企企企企
業業業業業業業業業業業業業業業業
経経経経経経経経経経経経経経経経
営営営営営営営営営営営営営営営営

変
革
が
求
め
ら
れ
る
商
工
会
・
企
業
経
営

　

富
山
県
商
工
会
連
合
会
の
役
員
研
修
会
が
二
月
九
日
、
商
工
会

正
副
会
長
並
び
に
事
務
局
責
任
者
等
百
二
十
人
が
出
席
し
て
開
催

さ
れ
た
。
講
師
に
岡
山
県
商
工
会
連
合
会
長
西
本
和
馬
氏
と
三
協

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
工
業
㈱
代
表
取
締
役
社
長
川
村
人
志
氏
を
招
き
、

変
革
の
中
、
果
敢
に
合
併
や
事
業
の
再
構
築
に
取
り
組
ま
れ
て
い

る
実
際
に
つ
い
て
お
話
を
聞
い
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



　
　
　

岡
山
県
商
工
会
連
合
会

会
長　

西
本　

和
馬　
氏

　

商
工

会
法
の

改
正
に

伴
い
、

商
工
会

組
織
の
再
編
取
り
組
み
に
つ
い
て

西
岡
会
長
は
「
岡
山
県
は
、
八
十

二
商
工
会
が
七
十
七
に
な
り
、
さ

ら
に
十
七
年
度
に
は
二
十
七
商
工

会
が
八
つ
に
再
編
さ
れ
、
十
八
年

度
に
は
四
十
三
商
工
会
が
十
に
再

編
さ
れ
る
。
最
終
的
に
は
八
十
二

商
工
会
は
二
十
〜
三
十
商
工
会
と

な
る
予
定
で
あ
る
。

　

県
連
会
長
に
就
任
と
同
時
に
改

革
に
取
り
組
み
、
特
に
給
与
格
差

の
是
正
を
行
う
と
と
も
に
人
事
評

価
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
、
成
果

を
数
字
で
現
す
こ
と
で
適
正
な
評

価
で
給
与
に
も
反
映
さ
れ
る
も
の

と
し
た
。

　

合
併
の
基
本
方
針
は
、
全
職
員

の　

％
〜　

％
を
削
減
す
る
換
わ

２５

３０

り
に
、
県
に
指
導
員
給
与
は
全
額

負
担
、
補
助
員
は　

％
、
記
帳
専

８０

任
職
員　

％
負
担
を
お
願
い
し
て

５０

い
る
。
従
っ
て
、
合
併
に
よ
り
人

員
削
減
で
き
な
い
と
こ
ろ
へ
の
補

助
金
は
半
分
な
い
し
三
分
の
一
に

な
る
と
し
て
、
早
期
の
合
併
を
進

め
て
い
る
。
ど
う
し
て
も
合
併
で

き
な
い
と
こ
ろ
は
、
広
域
連
携
を

お
願
い
し
て
い
る
。

支
部
組
織
に
よ
る
運
営

　

ま
た
、
合
併
に
よ
り
地
域
経
済

が
衰
退
し
な
い
た
め
に
支
部
組
織

を
つ
く
っ
た
。
支
部
活
動
の
推
進

は
運
営
委
員
会
が
あ
た
り
、
委
員

長
が
こ
れ
ま
で
の
商
工
会
長
の
役

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

　
三
協
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

川
村　

人
志　
氏

　

川
村

人
志
社

長
は
、

苦
境
に

あ
っ
た

会
社
を
三
年
で
再
建
さ
れ
、
そ
の

実
践
経
営
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い

る
。

　

川
村
社
長
は
「
会
社
経
営
の
基

本
は
、
お
客
様
に
い
か
に
満
足
を

提
供
で
き
る
か
、
そ
し
て
、
地
域

社
会
へ
の
貢
献
と
い
う
社
会
的
責

任
を
い
か
に
果
た
せ
る
か
に
あ
る
。

　

社
長
就
任
時
に
、
五
期
連
続
の

赤
字
を
く
い
止
め
る
た
め
経
費
削

減
計
画
を
行
っ
た
。
課
題
は
人
件

費
で
あ
り
、
五
百
人
の
人
員
削
減

川村人志氏

西本和馬氏

割
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
の
組
織

活
動
が
今
後
の
地
域
活
性
化
の
た

め
の
大
き
な
原
動
力
に
な
る
。」と

話
さ
れ
た
。
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本
県
、
商
工

会
地
域
中
小
企

業
の
今
年　

月
１０

〜　

月
期
の
業

１２
況
判
断（
Ｄ
Ｉ
）

は
、
製
造
業
が

前
回
調
査
９
月

に
引
き
続
き
唯

一
プ
ラ
ス
を
継

続
し
た
。

　

そ
の
他
業
種

の
業
況
判
断
も
そ
れ
ぞ
れ
好
転
し
、

特
に
サ
ー
ビ
ス
業
は　

・
８
ポ
イ

１８

ン
ト
と
大
き
か
っ
た
が
、
建
設
業
、

小
売
業
は
若
干
の
好
転
に
留
ま
っ

た
。
先
行
き
に
つ
い
て
は
、
小
売

業
が
若
干
の
好
転
を
予
想
し
た
以

外
は
製
造
業
を
含
め
全
て
悪
化
を

予
想
し
て
い
る
。
小
売
業
は
大
型

店
出
店
の
前
に
自
ら
の
営
業
方
針

が
見
出
せ
ず
、
一
方
、
建
設
業
は

公
共
工
事
減
少
期
に
対
応
し
た
事

業
体
制
の
構
築
が
進
ま
ず
、
共
に

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
と
判

断
さ
れ
る
。

　

経
営
上
の
問
題
で
は
、
共
通
し

た
「
販
売
単
価
の
低
下
・
上
昇
難
」

「
需
要
の
停
滞
」
の
他
に
、
製
造

業
で
「
原
材
料
価
格
の
上
昇
」
が

上
位
に
浮
上
し
て
き
た
こ
と
が
特

筆
さ
れ
る
。

　

宇
奈
月
ビ
ー
ル
は
、

黒
部
の
名
水
と
、
地
元

産
大
麦
を
使
用
し
て
造

ら
れ
、
町
の
特
産
品
と

し
て
平
成
九
年
よ
り
販

売
を
始
め
ま
し
た
。

　

昨
年
十
月
、
日
本
地
ビ
ー
ル
協

会
が
主
催
す
る
、
国
際
ビ
ー
ル
大

賞
で
、「
カ
モ
シ
カ
」
が
銀
賞
、

「
十
字
峡
」
と
「
ト
ロ
ッ
コ
」
は

銅
賞
で
、
当
館
の
地
ビ
ー
ル
が
同

時
に
三
種
類
入
賞
し
た
の
は
初
め

て
で
す
。

株式会社 織田は、火と土と水を通じて、
豊かな暮らしを提案します。

�  株式会社 織田
〒９３９‐０３５１ 射水郡小杉町戸破４１１２‐１

　　　TEL（０７６６）５５‐０１０４
　　　FAX（０７６６）５５‐１８９６

�������

��������

宇奈月ビール株式会社（宇奈月町）

支配人　新 保 幸 夫

全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に

　

一
昨
年
は
「
カ
モ
シ
カ
」
黒
ビ

ー
ル
が
金
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す

の
で
、
全
国
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
地
ビ
ー
ル
と
評
価
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

宇
奈
月
麦
酒
館
は
三
つ
の
部
門

が
あ
り
ビ
ー
ル
部
門
と
レ
ス
ト
ラ

ン
部
門
、
お
み
や
げ
部
門
に
な
っ

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
来
客
数

を
五
千
人
増
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

来
客
数
が
一
万
人
増

　

ビ
ー
ル
部
門
で
は
、
受
賞
の
Ｐ

Ｒ
を
行
い
、
ビ
ン
ビ
ー
ル
の
販
売

増
を
図
り
ま
し
た
。
レ
ス
ト
ラ
ン

部
門
で
は
、
デ
ィ
ナ
ー
バ
イ
キ
ン

グ
を
開
催
し
地
元
客
の
誘
客
に
努

め
ま
し
た
。
お
み
や
げ
部
門
は
、

売
場
を
広
げ
て
観
光
客
（
バ
ス
）

の
立
寄
り
の
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
今
年
度
は
来
客
数
が

一
万
人
余
り
増
加
し
ま
し
た
。

三
部
門
の
付
加
価
値
を
高
め

　

お
客
様
は
、
美
味
し
さ
、
楽
し

さ
、
珍
し
さ
を
求
め
て
来
ら
れ
ま

す
。
宇
奈
月
温
泉
を
利
用
さ
れ
る

観
光
客
の
方
、
富
山
県
の
皆
様
に

喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
三
つ
の

部
門
の
付
加
価
値
を
高
め
、
オ
ン

リ
ー
ワ
ン
企
業
を
め
ざ
し
て
行
き

ま
す
。

国際ビール大賞入賞の「カモシカ」「トロッコ」「十字峡」

宇
奈
月
町
下
立
６
８
７

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
７
６
５
‐
６
５
‐
２
２
７
７

10－12月期、業況判断ＤＩ

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																																																		
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国
際
ビ
ー
ル
大
賞
三

種
類
入
賞

㈱　

石

川

土

石

射

水

施

設

工

業

㈱

㈱　

大

橋

建

設

黒

川

建

設

工

業

㈱

㈲

ケ

ー

エ

ス

興

産

㈲　

肥

田

建

設

宿

屋

建

設

工

業

㈱

伸

栄

工

業

㈱

㈱　

須

崎

組

㈱　

大

成

㈲　

高

田

工

務

店

大

昭

建

設

㈱

道
路
技
術
サ
ー
ビ
ス
㈱

西

川

建

設

㈲

㈲

日

新

道

路

建

設

丸

正

建

設

㈱

㈲　

宮

林

組

（
ア
イ
ウ
エ
オ
順
）

地元の発展に貢献する……　 

小杉建設協会

あなたの家庭へ職場へ　そして街へ……。

健康管理センターでは日帰りドック・

健康診断が受診できます。
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不
況
の
脱
出
に
伴
い
人
手
不
足

の
心
配
が
強
く
出
て
き
た
。
既
に

人
件
費
の
上
昇
が
目
立
ち
だ
し
て

お
り
、
販
売
価
格
に
転
嫁
の
出
来

な
い
企
業
の
利
益
は
厳
し
く
な
っ

て
き
て
い
る
。

　

最
低
賃
金
が

昨
年
上
昇
し
た

よ
う
に
、
最
近

は
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
時
間
給
は
、

不
況
期
に
比
べ
て
「
百
円
近
い
上

昇
」
が
見
ら
れ
る
地
域
も
あ
る
。

そ
れ
で
も
労
働
条
件
の
悪
い
企
業

で
は
、
人
を
募
集
し
て
も
応
募
者

い
る
人
の
退
職
防
止
策
と
し
て
も
、

時
間
給
の
引
き
上
げ
が
迫
ら
れ
る
。

　

収
益
の
低
迷
の
中
で
人
件
費
の

上
昇
が
高
ま
る
企
業
は
、
ど
ん
な

経
費
の
新
し
い
吸
収
策
を
編
み
出

す
の
か
、
重
要
な
課
題

で
あ
る
。

　

景
気
の
好
転
は
大
歓

迎
で
あ
る
が
、
人
手
不

足
、
賃
金
上
昇
対
策
へ
の
備
え
を

十
分
に
取
り
組
ま
な
い
と
、
久
し

ぶ
り
の
収
益
拡
大
チ
ャ
ン
ス
に
乗

り
遅
れ
る
心
配
が
生
じ
る
の
で
あ

る
。

が
少
な
い
。
と
き
に
は
応
募
が
皆

無
に
近
い
状
態
も
あ
る
。

　

例
え
ば
、
小
売
業
は
現
在
、
一

般
に
「
年
率
五
％
程
度
の
売
り
上

げ
の
減
少
」
が
、
続
く
苦
し
い
経

営
の
中
に
あ
る
。
こ
の
対
策
と
し

て
今
ま
で
は
、
人
件
費
の
安
い
パ

ー
ト
タ
イ
マ
ー
へ
の
切
り
替
え
に

努
め
て
き
た
。
し
か
し
、
人
手
不

足
状
態
と
な
れ
ば
、
い
ま
勤
め
て

アドバイス
経 営�
�
�
�
�
�
�
�
	

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト　

大
橋　

隆
士

城
端
女
性
部

城
端
女
性
部

「
お
か
み
さ
ん
虎
の
巻
」発
行

「
お
か
み
さ
ん
虎
の
巻
」発
行

　

城
端
町
商
工
会
女
性
部
は
「
ふ

る
さ
と
の
良
さ
を
再
発
見
し
よ

う
」
と
月
一
回
（
十
二
月
末
で
七

十
三
回
目
）
の
勉
強
会
（
Ｇ
ほ
う

の
木
）
を
重
ね
て
い
る
。
城
端
の

歴
史
、
伝
統
、
文
化
を
繰
り
返
し

学
び
、
女
性
部
に
で
き
る
こ
と
か

ら
何
か
や
っ
て
み
よ
う
と
地
域
づ

く
り
に
取
り
組
ん
だ
の
が
き
っ
か

け
と
な
っ
た
。

簡
単
情
報
更
新
シ
ス
テ
ム

「
ふ
く
の
企
業
情
報
」

部
員
手
づ
く
り
の
宝
物　
　

　

歴
史
の
あ
る
観
光
施
設
の
見
学

や
、
す
ば
ら
し
い
宿
に
泊
ま
っ
て

美
味
し
い
料
理
を
食
べ
て
も
、
時

間
と
と
も
に
そ
の
印
象
は
薄
れ
て

い
く
が
、
立
ち
寄
っ
た
店
の
お
か

み
さ
ん
と
交
わ
し
た
言
葉
や
親
切

で
暖
い
思
い
は
、
心
に
深
く
残
り
、

も
う
一
度
行
っ
て
み
た
い
気
分
に

さ
せ
て
く
れ
る
。「
そ
う
や�
こ
れ

ま
で
私
達
が
勉
強
し
て
き
た
こ
と

の
集
大
成
と
し
て
、
お
か
み
さ
ん

自
身
が
お
客
さ
ん
に
城
端
を
案
内

で
き
る
た
め
の
『
な
ん
で
も
わ
か

る
城
端
・
お
か
み
さ
ん
観
ど
こ
ろ

案
内
』
を
、
ま
と
め
て
み
よ
う
」

と
な
っ
た
。
部
員
が
「
何
か
や
っ

て
み
よ
う�
」
と
心
を
一
つ
に
目

的
意
識
を
持
っ
て
実
践
し
、「
創
作

の
輪
」
と
「
人
の
輪
」
の
両
輪
づ

く
り
で
出
来
上
が
っ
た
の
が
３
月

に
発
刊
予
定
の
「
お
か
み
さ
ん
虎

の
巻
」。
ま
さ
に
女
性
部
員
の
、女

性
部
員
に
よ
る
、
女
性
部
員
の
た

め
の
宝
物
（
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
）。

　

「
魅
力
あ
る
ま
ち
」
の
原
点
は

「
人
」
で
あ
り
、
人
と
人
と
の
出

会
い
、
ふ
れ
あ
い
が
い
か
に
大
切

か
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
、
今
こ
そ

城
端
の
良
さ
を
伝
え
た
い
と
の
思

い
で
全
部
員
で
頑
張
っ
て
い
る
。

　

福
野
町
商
工
会
は
地
区
の
産
業

や
企
業
案
内
・
企
業
P
R
を
デ
ジ

タ
ル
化
し
紹
介
す
る
、
地
域
企
業

情
報
検
索
シ
ス
テ
ム
「
ふ
く
の
企

業
情
報
」
を
開
発
し
た
。
商
工
会

に
情
報
提
供
サ
ー
バ
ー
を
設
置
し

て
、
常
時
新
鮮
な
情
報
を
発
信
し

会
員
企
業
の
新
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
を

支
援
し
て
い
る
。

　

情
報
は
、
各
企
業
か
ら
い
つ
で

も
入
力
更
新
が
で
き
、
し
か
も
専

門
的
な
知
識
が
な
く
て
も
ワ
ー
プ

ロ
程
度
の
ス
キ
ル
が
あ
れ
ば
簡
単

に
情
報
の
更
新
が
で
き
る
こ
と
か

ら
、
新
鮮
な
産
業
情
報
や
求
人
情

報
そ
し
て
、
商
店
・
観
光
施
設
か

ら
の
商
品
、
特
産
情
報
・
イ
ベ
ン

ト
情
報
な
ど
が
動
画
を
交
え
て
発

信
さ
れ
て
い
る
。

「ふくの企業情報」トップページ

地域と共に歩む

大島町金融協会
高岡信用金庫大島支店

北陸銀行大島支店

富山信用金庫大島支店

富山県信用組合射水支店

ＪＡいみず野大島支店
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●忘新年宴会
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７：００～２４：００ 年中無休・２４時間営業営業時間

射水郡大島町新開発４５８の１
TEL（０７６６）５２‐３９２２

射水郡大島町新開発４５８の２
TEL（０７６６）５２‐２５００　FAXL（０７６６）５２‐２５０５

満足を創造する葬祭会館　� 　安心のセレモニー

��������	������
�
株式会社　井波

ホール　射水郡大島町北野250
　　　　�（0766）52－8111
　　　　FAX（0766）52－7771
本　社　射水郡大島町小島893
　　　　�（0766）52－1199

射水郡小杉町南太閤山７丁目64－１
�（0766）56－8888
FAX（0766）56－8889
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は
、
①
先
着
百
名
様
へ
の
「
お

は
ぎ
パ
ッ
ク
」
無
料
サ
ー
ビ
ス
、

②
お
買
い
物
千
円
毎
に
抽
選
が

あ
り
、
満
点
カ
ー
ド
（
五
百
円
）

が
五
十
名
に
あ
た
る
も
の
で
あ

っ
た
。

　

十
六
年
度
に
は
、
家
族
で
楽

し
め
る
よ
う
に
と
①
「
マ
ジ
ッ

ク
と
風
船
シ
ョ
ー
」
②
３
回
の

「
餅
つ
き
」
で
は
、
餅
が
そ
の
場

で
振
る
舞
わ
れ
長
蛇
の
列
で
賑
わ

っ
た
。
そ
し
て
一
番
の
好
評
は
③

ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
二
枚
で
千
五
百

円
相
当
の
商
品
と
交
換
、
さ
ら
に

抽
選
で「
加
賀
石
亭
」二
名
招
待
と

い
う
Ｗ
チ
ャ
ン
ス
企
画
で
あ
っ
た
。

地
域
と
の
交
わ
り
に
大
き
な
意
義

　

こ
れ
ら
の
セ
ー
ル
や
イ
ベ
ン
ト

は
特
に
目
新
し
い
も
の
で
は
な
か

っ
た
が
、
商
業
者
自
ら
が
企
画
し
、

自
前
の
僅
か
な
予
算
で
行
い
、
そ

●お問い合せは 

北日本印刷株式会社 
コミュニケーション支援企業 

tel 076-432-2126◎本　社 〒930-0094  富山市安住町7-36 
◎東京営業所　tel 03-5296-9201　◎草島工場　tel 076-435-4820 
URL　http://www.knpkk.co.jp/　 E-mail　info@knpkk.co.jp

中田商工会　　　 

主席経営指導員　橘　 邦 雄

経経
営営
指指
導導
員員

レレ
ポポ
ーー
トト

「
謝
恩
の
心
、

い
つ
ま
で
も�
」

№102

簡
易
課
税
の

事
業
区
分
に
つ
い
て

「良品を安く提供」を基本に街頭セール

　

商
業
の
地
盤
沈
下
が
叫
ば
れ
て

久
し
く
、
大
型
店
や
デ
ィ
ス
カ
ウ

ン
ト
店
等
の
台
頭
に
よ
り
、
零
細

商
業
者
が
大
半
を
占
め
る
当
中
田

商
工
会
地
区
の
商
業
へ
の
影
響
も

大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
様
な
状
況
下
、
商
業
者
に
、

少
し
で
も
活
力
を
と
平
成
十
五
年
、

十
六
年
度
と
十
一
月
の
休
日
に
、

「
消
費
者
感
謝
セ
ー
ル
」
と
銘
打

っ
た
市
形
式
の
催
事
を
実
施
し
た
。

「
良
品
を
安
く
」と
感
謝
セ
ー
ル

　

セ
ー
ル
の
基
本
理
念
を
『
街
頭

で
商
業
者
が
一
堂
に
店
舗
を
連
ね
、

顧
客
に
日
頃
の
感
謝
の
意
を
表
す

た
め
「
良
品
を
安
く
提
供
」
す
る

こ
と
』
と
し
た
。

　

目
玉
企
画
と
し
て
、
十
五
年
度

し
て
、
何
よ
り
お
客
様
の
笑
顔
や

喜
び
に
接
し
た
こ
と
に
大
き
な
意

義
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
十
五
年
度
に
は
、
伝
統
行

事
の
「
中
田
か
か
し
祭
」
を
さ
ら

に
魅
力
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
、

国
、
市
の
支
援
を
受
け
「
地
域
振

興
活
性
化
事
業
」
を
実
施
し
た
と

こ
ろ
で
す
。
こ
の
事
業
は
、
確
か

に
地
区
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客

を
呼
ぶ
こ
と
に
は
成
功
し
ま
し
た

が
、
直
接
商
い
に
結
び
つ
く
も
の

で
は
な
く
、
商
工
業
の
活
性
化
の

本
命
と
は
成
り
え
ま
せ
ん
。

�　

従
っ
て
、
常
に
謝
恩
の
心
を
忘

れ
ず
、
ス
タ
ン
プ
事
業
の
よ
う
に

地
道
な
サ
ー
ビ
ス
（
イ
ベ
ン
ト
含

め
）
を
徹
底
し
て
継
続
的
に
行
う

の
が
、
今
一
番
の
消
費
者
の
目
を

地
元
へ
向
か
わ
せ
る
方
策
で
は
な

い
か
と
い
う
思
い
が
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
私
も
同
じ
で
、

地
に
足
を
し
っ
か
り
据
え
、
商
工

業
者
と
共
に
地
域
の
将
来
発
展
を

創
造
し
て
行
き
た
い
考
え
で
す
。

謝
恩
の
心
を
忘
れ
ず

サ
ー
ビ
ス
の
継
続

等
が
該
当
し
ま
す
。

　

第
三
種
事
業

　

煮
る
、
焼
く
、
炊
く
、
揚
げ
る

等
の
行
為
を
し
て
販
売
す
る
場
合

は
第
三
種
事
業
（
製
造
業
）
に
な

り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
焼
き
魚
、
煮
魚
、

天
ぷ
ら
、
か
つ
お
の
た
た
き
等
の

販
売
が
該
当
し
ま
す
。

　

納
税
額

　

簡
易
課
税
は
売
上
高
に
応
じ
て

納
税
額
が
決
ま
り
ま
す
。

　

原
則
と
し
て
、
第
一
種
事
業
で

あ
れ
ば
税
抜
売
上
高
の
〇
・
五
％
、

第
二
種
事
業
は
一
・
〇
％
、
第
三

種
事
業
は
一
・
五
％
の
税
負
担
額

に
な
り
ま
す
。

（
税
理
士　

菅
原
昌
仁
）

　

Ｑ

�

鮮
魚
店
を
営
ん
で
い
ま
す

が
、
消
費
税
に
つ
い
て
簡
易
課
税

を
選
択
し
て
い
ま
す
。
事
業
区
分

に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

　

Ａ

�

第
一
種
事
業
又
は
第
二
種

事
業

　

そ
の
性
質
及
び
形
状
を
変
更
し

な
い
で
販
売
す
る
場
合
で
、
販
売

先
が
事
業
者
で
あ
れ
ば
第
一
種
事

業（
卸
売
業
）、そ
れ
以
外
な
ら
第

二
種
事
業（
小
売
業
）と
な
り
ま
す
。

　

鮮
魚
店
の
場
合
、
軽
微
な
加
工

も
こ
こ
に
含
ま
れ
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
ひ
ら
き
、
刺
身
、
干
す
、

切
り
身
、
漬
け
る
、
詰
め
合
わ
せ
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 新 　 川 　 荘 
にい かわ そう

TEL０７６５－６２－１１３９

��
��お泊

りは 事 務 所 / 富山市山室荒屋５１４　第二スタジオ / 富山市針原中町
第一スタジオ / 富山市五福新町

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

▽
平
成　

年
３
月
１
日�
午
後
１

１７

時　

分
〜
３
時

３０
▽
と
や
ま
自
遊
館
ホ
ー
ル

▽
内
容

〈
講
師
〉
モ
バ
イ
ル
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
キ
ャ
ピ
タ
ル
株
式
会
社
代

表
取
締
役　

西
岡
郁
夫
氏

〈
テ
ー
マ
〉
I
T
革
命
の
根
っ
こ

に
は
商
売
革
命
あ
り

▽
定
員　

百
名
（
先
着
順
、
入
場

無
料
）

▽
申
し
込
み
先　

富
山
県
新
世
紀

産
業
機
構
情
報
サ
ー
ビ
ス
課

　

０
７
６
―
４
４
４
―
５
６
０
４

�
���
�
�
�
�
	

�
���
�
�
�
�
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�
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�

―
平
成

年
４
月
１
日
施
行
―

―
平
成　

年
４
月
１
日
施
行
―

１７１７

　

改
正
内
容
の
概
要
は
次
の
と
お

り
で
す
。

１

�

育
児
休
業
及
び
介
護
休
業
の

対
象
労
働
者
の
拡
大

　

休
業
の
取
得
に
よ
っ
て
雇
用
の

継
続
が
見
込
ま
れ
る
一
定
範
囲
の

期
間
雇
用
者
は
、
育
児
休
業
・
介

護
休
業
が
と
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

２

�

育
児
休
業
期
間
の
延
長

　

子
が
１
歳
を
超
え
て
も
休
業
が

必
要
と
認
め
ら
れ
る
一
定
の
場
合

に
は
、
子
が
１
歳
６
か
月
に
達
す

る
ま
で
育
児
休

業
が
で
き
ま
す
。

３

�

介
護
休
業

の
取
得
回
数

制
限
の
緩
和

　

対
象
家
族
一

人
に
つ
き
、
常

時
介
護
を
必
要

と
す
る
状
態
に

至
る
ご
と
に
１

回
の
介
護
休
業
が
で
き
ま
す
。
期

間
は
通
算
し
て
（
の
べ
）　

日
ま

９３

で４

�

子
の
看
護
休
暇
の
創
設

　

小
学
校
就
学
前
の
子
を
養
育
す

る
労
働
者
は
、
１
年
に
５
日
ま
で
、

病
気
・
け
が
を
し
た
子
の
看
護
の

た
め
に
、
休
暇
を
取
得
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

〈
お
問
い
合
わ
せ
先
〉
富
山
労
働

局
雇
用
均
等
室
０
７
６
―
４
３
２

―
２
７
４
０

◎
雇
用
保
険
料
率
の
改
正

　

雇
用
保
険
料
率
が
平
成　

年
４

１７

月
１
日
か
ら
１
、
０
０
０
分
の
２

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。（
平
成　

年
１７

３
月　

日
ま
で
は
現
行
の
ま
ま
据

３１

え
置
か
れ
ま
す
。）
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後
継
者
で
お
悩
み
の
方
、

後
継
者
で
お
悩
み
の
方
、

創
業
・
起
業
を
志
し
て
い
る
方
へ

創
業
・
起
業
を
志
し
て
い
る
方
へ

　

後
継
者
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
促
進

事
業
は
、
中
小
企
業
庁
の
委
託
を

受
け
て
、
全
国
商
工
会
連
合
会
が

日
本
商
工
会
議
所
の
協
力
を
得
て
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
全
国
各
地

の
「
後
継
者
を
探
し
て
い
る
事
業

者
」
と
「
後
継
者
と
な
る
こ
と
を

希
望
し
て
い
る
方
」
の
出
会
い
の

場
の
情
報
を
掲
載
す
る

サ
イ
ト
を
開
設
し
、
運

営
し
て
い
ま
す
。

　

人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
で

は
、
双
方
が
匿
名
連
絡

掲
示
板
機
能
を
使
っ
て
、

自
由
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
き
る
場
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

��������	
�

�����������	
�������	
�
��

“企業は、人なり”
中小企業の人づくりに

富山県中小企業研修センターをご利用ください。

��������

�定　　員…２４～７２名の各会議場からお選びください。

�利用料金…３時間／４，２００円より

���������

�定　　員…２００名

�利用料金…３時間２９，０００円

テナント（レストラン等）募集
　　　　場　　　　所…中小企業研修センター１階
　　　　面　　　　積…２０５㎡（６２坪）
　　　　テナント料金…月額６，３００円／３．３㎡（税込）
　　　　敷　　　　金…３ヶ月

富山県中小企業研修センター
富山市赤江町１‐３

TEL０７６‐４４１‐２７１７ FAX０７６‐４４１‐２７０９

　「ペイオフ」とは、金融機関が破綻し

た場合に預金保険として預金を払い戻す

ことですが、払戻保証額は元本１千万円

とその利息までで、それを超えた部分は

破綻金融機関の資産に応じて払い戻し、

あるいは一部カットされる可能性があり

ます。

　ただし、決済用預金（無利息・いつで

も引き出し可能・決済に使えるという３

条件をみたす預金）は引き続き全額保護

されます。

平成17年４月１日平成17年４月１日
ペイオフが　　ペイオフが
全面解禁になります全面解禁になります

～ペイオフ対策は万全ですか～
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山
の
香
り
い

っ
ぱ
い
の
笹

で
一
口
サ
イ

ズ
に
食
べ
や

す
く
包
ん
だ

婦
中
町
の

「
ま
す
の
す

し
苗
杉
」
で
す
。

　

そ
の
他
で
は
、
新
鮮
な
鰤
の
切

り
身
と
白
糀
で
漬
け
込
み
さ
れ
て

芳
醇
な
味
の
「
か
ぶ
ら
寿
し
」
が

上
位
に
ラ
ン

ク
さ
れ
ま
し

た
。

　

同
カ
タ
ロ

グ
は
県
内
各

郵
便
局
に
配

布
中
。

　

富
山
県
商
工
会
連
合
会
で
は
、

十
六
年
発
行
『
富
山
特
産
カ
タ
ロ

グ
』
の
売
れ
筋
ラ
ン
キ
ン
グ
を
発

表
し
ま
し
た
。

　

一
位
は
、
昨
年
に
続
き
氷
見
で

水
揚
げ
さ
れ
た
寒
ぶ
り
と
と
な
み

野
の
煮
物
用
大
根
を
煮
合
わ
せ
た

城
端
の
冬
の
味
覚
「
越
中
寒
ぶ
り

大
根
」
と
な
り
、
富
山
の
伝
統
郷

土
料
理
と
し
て
の
商
品
が
強
く
支

持
さ
れ
て
い
ま
す
。
二
位
も
富
山

の
代
表
的
商
品
で
、
原
料
を
吟
味

し
て
、
伝
統
を
守
り
独
特
の
製
法

で
造
っ
た
和
合
の
「
手
造
り
か
ま

ぼ
こ
詰
め
合
わ
せ
」
と
な
っ
た
。

三
位
は
、
鱒
と
美
味
し
い
コ
シ
ヒ

カ
リ
を
ア
ル
プ
ス
水
系
の
う
ま
い

水
で
炊
き
上
げ
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
、

の
椿
原
種
約
九
十
点
も
ご
覧
い
た

だ
け
、
椿
の
鮮
や
か
な
色
合
い
と

ほ
の
か
な
香
り
が
訪
れ
る
人
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
井
口
中
学
校
体
育
館
な

ら
び
に
中
学
校
前
広
場
で
は
、
フ

ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
展
示
、

井
口
特
産
の
黒
豆
が
入
っ
た
餅
つ

き
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
椿
挿
し
木

体
験
コ
ー
ナ
ー
、
椿
の
苗
木
、
特

産
品
販
売
等
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

是
非
、
い
の
く
ち
椿
ま
つ
り
へ

お
越
し
下
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
井
口
村

商
工
会
（
電
話
０
７
６

３
―
６
４
―
２
２
３

９
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

　

会
場
へ
は
、
Ｊ
Ｒ
福

野
駅
よ
り
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
が
運
行
さ
れ
ま
す
。

大地・明日に向かって
� � �

株式会社　森　崎
代表取締役　森　崎　勝　喜

本　　社　富 山 市 向 新 庄 町 ３ 丁 目 ７ 番２２号
　　　　　TEL（０７６）４５１‐４５６３　FAX（０７６）４５１‐８２９６
舟橋支店　中 新 川 郡 舟 橋 村 東 芦 原 ３４７
　　　　　TEL（０７６）４６４‐１００６　FAX（０７６）４６４‐１２２６

――――「循環型社会に貢献する」森崎グループ――――
★株式会社　森崎　　　★総合リサイクルセンター㈱　　★北陸機販サービス㈱
★森崎開発株式会社　　★㈱エイト興産　　　　　　　　★森崎保険サービス　

ビル・家屋解体工事業 一般土木工事請負業 産業廃棄物処理業

庄川清流温泉

とっておきのお宿

順不同
〒932‐0395　富山県庄川町　庄川泉源株式会社

市外局番（０７６３）
ホテル・旅館名

ＦＡＸＴＥＬ

８２‐５８４７８２‐５１１１越 中 庄 川 荘○保 

８２‐６５７６８２‐１２６０三 楽 園○国 

８２‐６５８６８２‐１２５３風流味道座敷ゆめつづり○政 

市外局番（０７６３）
ホテル・旅館名

ＦＡＸＴＥＬ

８２‐６７６８８２‐６７６７スターリーナイト○Ｐ 

８２‐４５５５８２‐０４１５薬師温泉　庄永閣○政 

８２‐５１６６８２‐５１８８や ま ぶ き 荘○保 

第　

回
１５い

の
く
ち
椿
ま
つ
り

井 口
　

二
十
六
日�
、
二
十
七
日�
の

二
日
間
に
わ
た
り
、
井
口
カ
イ
ニ

ョ
と
椿
の
森
公
園
な
ら
び
に
井
口

中
学
校
体
育
館
、
中
学
校
前
広
場

を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

井
口
地
域
で
開
催
さ
れ
る
南
砺

市
発
足
後
初
め
て
の
一
大
イ
ベ
ン

ト
で
あ
る
。
今
年
完
成
し
た
ば
か

り
の
い
の
く
ち
椿
館
（
井
口
カ
イ

ニ
ョ
と
椿
の
森
公
園
内
）
で
は
、

椿
の
鉢
植
、
切
り
花
等
の
展
示
に

併
せ
て
、
南
砺
市
内
の
椿
作
品
展

示
、
お
茶
席
、
中
国
、
ベ
ト
ナ
ム

多くの椿作品・原種が展示される会場
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越中寒ぶり大根

手づくりかまぼこ

ますのすし苗杉

富山特産カタログ売れ筋ランキング
（送料・税込み）

単　価事 業 所 名商　品　名商工会

￥２，８００㈱なかしま越中寒ぶり大根城端町１

￥３，５００四方蒲鉾㈱
手作りかまぼこ詰
め合わせＢ

和 合２

￥２，２００㈲すし幸ますのすし　苗杉婦中町３

￥２，２００
日の出屋製菓産業
㈱通信販売

有磯のしらべ福光町４

￥２，６００おわら玉天本舗おわら玉天八尾町５


